
【3 次元環境と対話するためのデバイス、方法、および GUI】   Apple 

 

①要約： 

Apple の発明による VR の操作方法について解説します。従来の VR の操作方法は扱いにく

いとされているため、Apple は指のジェスチャーを使用した新しい操作方法を提案していま

す。これにより、指を動かすことで様々な操作が可能になります。 

 

②目的： 

Apple の目的は、より使いやすい VR の操作方法を開発することです。従来のインタフェー

スよりも直感的に操作できるため、ユーザーエクスペリエンスを向上させることを目指し

ています。 

 

③ 新規性： 

Apple の発明は、VR 上で指を使ったジェスチャー操作方法を提案しており、これは従来の

インタフェースとは異なる新しい入力方法です。カメラや深度センサーを使用し、指の動き

や視線をトラッキングすることで、より直感的な操作が可能になります。 

 

④独自性： 

Apple は過去にもユーザーインターフェースの発明を多く出しており、これらの発明によっ

て独自の操作方法を開発してきました。VR においても、指のジェスチャー操作や視線入力

の組み合わせなど、独自のアプローチを提案しています。 

 

⑤経済価値： 

Apple の操作方法の発明は、VR 市場の成長に伴い経済的な価値を持っています。ユーザー

にとって使いやすい操作方法は需要が高く、競争力のある製品として市場での評価も高ま

るでしょう。発明権の保有により、競合他社との差別化を図り、経済的な成功を収める可能

性があります。 

  


